[image: image1.emf]
[image: image2.png]



　 大阪府には、農業の専門学校があります。
　園芸高校（池田市）と農芸高校（堺市）の２校です。
　　 動物・植物や微生物、大地を相手に“ものづくり”を学びます。

[image: image3.emf]　  庭園作りという大きな取り組みや小さな庭を作ったりもします。も
ちろん[image: image4.emf]和洋を問わず、ガーデニングのお手伝いもできます。
　　 庭を飾る花や作物としての野菜・果樹についても学びます。また、
　園芸としての花やフラワーデザインも学びます。
植物から食物などをつくる技術やバイオサイエンスの分野、最近の
ハイテク技術も学びます。
　 資源動物の飼育や繁殖などについても学びます。
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《フラワーファクトリー科》：園芸高校

　　「草花デザインコース」と「都市園芸コース」があります。１年生では、農業の基礎

　を学び、植物に関するバイオ技術も学びます。２年生から草花を専門にするコースと

　果樹や野菜を専門にするコースに分かれて学びます。最近、期待される有機農業についても学びます。
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《環境緑化科》：園芸高校
　　　　　　　　　　キーワードは【緑】です。２年生から「環境コース」と「緑化コース」に分かれて学びます。
境コースは、測量技術や製図の技術を用いて、大きな庭園を計画的に作ったり、ビオトープづく
りなども手がけます。緑化コースは身近な緑化の取り組みになる庭園や生垣づくり、樹木の移植
などを学びます。
[image: image10.emf]《資源動物科》：農芸高校
　　牛、豚、鶏などの畜産動物からポニー、ヒツジ、ヤギ、ウサギ、モルモット、ラット、マウス、
ハムスターなどの中小動物を飼育し、従来の畜産分野に加えて、自然環境保護や動物介在活用
分野も学習できます。移動動物園として、近隣へ出向く「ふれあい動物活動」も実施しています。　　

[image: image11.emf]
[image: image12.emf][image: image13.emf]　　　　　　　　《ハイテク農芸科》：農芸高校
　　　　　　　　　　野菜、草花、果樹、作物などの園芸植物の栽培と利用、施設を用いたハイ
テク園芸技術、田植え実習から最先端のバイテク組織培養技術、フラワーア
レンジなど幅広く学習します。地域の小学校と栽培交流活動もしています。
[image: image14.emf]《食品加工科》：農芸高校
　　　　　　　　　　園芸作物の栽培から、健康に役立ち安全な食品加工・貯蔵、微生物技術、食品分析、流通情報・
消費まで幅広く学習します。ケーキ、クッキーなど菓子づくり、ジャムの製造、味噌づくりなどの
実習で、いろいろな食品作りの技術を身につけます。
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港南造形高校(大阪市住之江区)では「美術」、「工芸」、「デザイン」、「造形教養」の４つの【領域】別に造形の基礎から創作までを学びます。卒業後の進路は、大学や短期大学の美術系への進学者がほとんどですが、関西の多くの企業からの求人もあり就職も充実しています。

入学の時点では、総合造形科の生徒として、美術の基礎的な内容を学びます。普通教科科目（国語・数学・社会・芸術・体育など）とともに美術の基礎となる科目として、
「造形基礎Ⅰ｣、｢立体造形｣、｢平面造形｣、｢造形史｣など専門科目を週に９時間学びます。
[image: image16.emf]一人ひとりの生徒の興味・関心や進路希望などに応じて専門に学ぶ【領域】を選び、さらに自由選択で学びに厚みを加えます。

専門科目「造形基礎Ⅱ」を週に４時間学び、さらに、【領域】を選択して（「美術」、「工芸」、「デザイン」、「造形教養」から選択）、【領域】の専門科目を週に４時間学びます。また、専門科目の中で、【領域】を超えて自由に選べる選択科目を週に２時間学びます。
[image: image17.emf]生徒が個々に志望する卒業後の進路に沿って、科目を選択して、その実現をめざします。専門科目「造形基礎Ⅲ」を週に２時間学びます。専門科目「課題研究」
では、週に４時間を使って学んだ【領域】の総仕上げとしての卒業制作を行います。

３年生での自由選択科目は、週に10時間分を選べることになっています。大学などへの進学準備として、普通
教科科目も選択できる仕組みになっています。


美術領域：美的、創造的に造形表現する力を養います。

デザイン領域：印刷物や製造物、映像などについて想像的に発想し表現する力を養います。
工芸領域：生活の中で「用」のある造形物を美的かつ創造的に作り出す力を養います。

造形教養領域：世界と日本の文化や造形空間を学びます。
農 業 高 校





1年生では





《バイオサイエンス科》：園芸高校


　「生命科学コース」と「食品科学コース」があります。名前からすると難しそうですが、パンやクッキーを作る実習からDNAに関係するバイオテクノロジーまで学ぶこと


ができます。





総 合 造 形 高 校





２年生では





３年生では





【領域とは】








